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Population Dynamics of Pseudomonas aeruginosa in Vase Water and its Control with 
Preservatives
Yoshiaki CHIKUO, Takao TSUKIBOSHI ,Yohsuke MATSUSHITA, Yoko ITOH, Kazuo ICHIMURA，
Hiroko YUMOTO and Kunio OKANO
Summary
　There have been newspaper reports that cut flowers in hospitals are harmful because of opportunistic infection of 
Pseudomonas aeruginosa which propagates in vase water. We investigated whether infectious bacteria can propagate in vase 
water under experimental and hospital conditions. P. aeruginosa was not detected in vase water with cut flowers placed in the 
waiting room of a particular hospital. The addition of preservatives for cut flowers effectively prevented the propagation of 
bacteria including P. aeruginosa in vase water.  
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緒　言　　
　花き類の生け水から緑膿菌 (Pseudomonas aeruginosa)
が検出されるため，衛生上の理由で生け花の持ち込み
を禁止する病院が増加しているとの新聞報道がある（朝
日新聞,2005　花卉園芸新聞,2005）．しかし，これらが事
実に基づくものかどうかは明らかではない．一般に緑膿
菌は常在菌であり，ヒトに対し病原性はあるが病原力は
比較的弱く，免疫力の低下したヒトを中心に日和見感染
するとされる．花き類は患者にとってアメニティ効果も
あるため，病院から一律に生け花を排除することは，考
慮を要すると考えられる．そこで果たして生け水中に緑
膿菌が発生するのか，発生する場合はその発生消長を調
査し，切り花品質保持剤による緑膿菌数抑制法を検討す
る．
材料および方法
１．生け水中の細菌の増殖
　代表的切り花花き類であるキンギョソウ（ゴマノハグ
サ科），ブルースター（ガガイモ科）およびデルフィニウ
ム（キンポウゲ科）を混合して水道水中に生け，花き研究
所の一般実験室内に暴露し，当日，3および 6日目に生
け水を採取し，細菌数を希釈平板法で測定した．すなわ
ち一般細菌の測定にはNA培地  (Nutrient agar)を，緑膿菌
の測定には選択培地であるPASA培地（日本ベクトン・
ディッキンソン社製）を用い，NA培地には1,000-10,000
倍希釈液を，PASA培地には原液を0.1mlずつ塗布し，
35 ℃暗黒下で１晩培養し，翌日コロニー数を計測した．
PASA培地ではさらに30 ℃で 8日間培養し，生育したコ
ロニーを分離し，16S rDNA領域の塩基配列から種を簡
易同定した．
２．病院待合い室に配置した花瓶生け水の細菌数
　バラ（バラ科），カーネーション（ナデシコ科），トルコ
ギキョウ（リンドウ科）各5本混合を水道水の入った円筒
型白色陶器花瓶（1.7㍑容量）3基に生け，T病院（つくば
市内）の階の異なる待合室3カ所（室温は終日25℃に設定）
に配置して，1）と同様に調査した．期間中は水の交換は
行わず，吸水と蒸発による自然減分だけ水道水を追加し
た．菌量測定のための水の採集は各区1 mlとした．
３．品質保持剤の緑膿菌に対する効果
　 品 質 保 持 剤3種（ 美 咲Ⓡ，ク リ ザ ー ルⓇ，GLCA
〔Ichimuraら,2006〕）を標準濃度の0.5培,等倍および 2倍の
3段階で添加したLB(Luria-Bertani)培地1 mlに緑膿菌(菌株
番号JCM562)を約1010cells/ml濃度で10μl接種し，37℃
暗黒下で16時間振とう培養した後に溶液の濁度（波長600 
nm）を分光光度計で測定し，細菌濃度を推定した．
４．生け水に添加した緑膿菌の品質保持剤による増殖抑制
　緑膿菌(菌株番号JCM562)をPASA培地上で培養し，約
1010cells/ml濃度の菌液を調製した．生け水80mlを入れた
ガラス製管びんに花き類（カーネーション，キンギョソ
ウ，ブルースター各1本混合）を生け，これに緑膿菌液80μ
lを添加した．よく撹拌後さらに各品質保持剤を添加し
た（5反復），添加直後および室温での培養1，2および3日
後に生け水を採取し，緑膿菌数の推移を希釈平板法で測
定した．すなわちPASA培地に1,000-10,000培希釈液を50
μlずつ塗布し35℃暗黒下で培養し翌日出現したコロニ−
数を計測した．
 
結　果
１．生け水中の細菌の増殖
　供試したいずれの花きでも，生け水中の一般細菌数は
培養3日目には急激に上昇し，104〜106 cells/mlまで達し
たが，PASA培地上で生育する細菌は検出されなかった
（図1）．ただし，さらに8日間培養を延長したPASA培地で
はキンギョソウ区から103cells/mの濃度で細菌が検出さ
れた．この細菌では緑膿菌特有の黄緑色素の生産が認め
られず，r-DNA塩基配列（図2）から生け水中に普通に出
現するPseudomonas fluorescens, P. putida等であると考え
られ，緑膿菌 (P. aeruginosa)ではないと判定した．
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第1図　花き類生け水中の細菌数推移
緑膿菌様細菌はPASA上で培養8日目に測定した．菌数は1ml当りの常用対数値
第2図　緑膿菌選択培地から検出された細菌のr-DNA塩基配列に基づいた簡易分類
 枠で囲ったものがそれぞれの切り花生け水から分離された細菌
第3図　病院内生け水中の細菌数推移
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半減し，翌日2，3日目には検出されなくなった．美咲区
では2濃度とも当日は無添加区と同程度の菌量であった
が，2，3日目には検出されなくなった（図5）．
 
考　察
　生け水中では切り花から分泌される有機物を栄養源と
する一般細菌が急速に増殖したが，緑膿菌は検出されな
かった．一方，選択培地でも培養期間が長くなると生育
する菌株が現れたが，細菌学的性質から緑膿菌ではない
と考えられた．選択培地添付のマニュアルには検定は培
養１日後が推奨されており長期の培養は想定されていな
い．たとえ選択培地と言えども緑膿菌以外の菌を完全に
生育阻止できるわけではない．報道による病院内の花瓶
生け水から緑膿菌が検出された例の経緯は不明のため判
断できないが，選択培地でも緑膿菌様細菌は検出される
ため，これらが緑膿菌と誤認された可能性は否定できな
い．
　病院内に配置した花瓶中の生け水では6日の試験期間
中，一般細菌が増殖したが緑膿菌は検出されなかった．
しかし，より期間が長くなった場合や生け水を交換・補
充しない場合等は常在菌の性質から増殖する可能性はあ
る．
　各種品質保持剤は濃度による程度の違いはあるがいず
れの保持剤も緑膿菌を抑制する効果が認められたので，
緑膿菌を含む細菌類の菌量抑制に有効であると考えられ
た．なお，蒸留水のみの対照区の緑膿菌数がやや低下し
２．病院待合い室に配置した花瓶生け水の細菌数
　病院内でも同様に一般細菌は106cells/mlで検出され，
培養4日目には一部の階で一晩でPASA培地上で生育す
る緑膿菌様細菌が検出されたが（図3），培養性状から緑
膿菌ではないと判定した．以上から，今回の試験の範囲
内では花き生け水から緑膿菌は検出されなかった．
３．品質保持剤の緑膿菌に対する効果
　各種品質保持剤を添加したLB培地で緑膿菌を培養し
た結果，品質保持剤無添加LB培地では菌は濁度0.5と増
殖した．一方，GLCA添加区ではいずれの濃度でも全く
増殖せず，クリザ−ル添加区では0.5倍濃度でわずかに増
殖したが，ほぼ緑膿菌の繁殖を抑制した．これに対し美
咲添加区では0.5および1倍濃度区で濁度が無添加区並み
に高くなり，ほとんど抑制しなかったが，2倍濃度で大
幅に抑制した．滅菌蒸留水では菌の増殖は認められなか
った（図4）．
４．生け水に添加した緑膿菌の品質保持剤による増殖抑制
　品質保持剤を添加しない蒸留水中（対照区）では緑膿
菌は当初約107cells/mlの菌量が徐々に減少し，3日目には
105cells/mlに低下した．一方，クリザール区では添加当日
から緑膿菌が分離されなくなり，3日の培養期間中検出
されなかった．GLCA区では添加直後で無添加区に比べ
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第5図　生け水に添加した各種品質保持剤の緑膿菌抑制
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第4図　各種品質保持剤による緑膿菌抑制効果
濁度0.6で菌数2×108 /mlに相当
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たが，これは一般細菌の増殖による相対的な低下と考え
られた．
　各種品質保持剤による緑膿菌数抑制効果は，実験レベ
ルでは高かったが，現場で実際に緑膿菌が発生している
花き類生け水中では菌がバイオフィルムを形成している
と予想され，そのような状況下での効果についても判定
試験を行う必要がある．
　病院内でも緑膿菌は検出されなかったことから，緑膿
菌は衛生状態の悪い病院でのみ生け水中に検出されると
推察される．緑膿菌選択培地PASAで，緑膿菌と同属の他
の細菌種が検出されたことから，この培地を使った判定
に際しては，培養日数および出現したコロニーの性状な
どに十分に注意して，細菌種を判定する必要がある．各
種品質保持剤は緑膿菌抑制に有効であったため，現場で
の積極的活用が可能である．
摘　要
  
　生け水中の細菌量の推移や緑膿菌の有無を検討した．
今回の試験の範囲内では緑膿菌は生け水から検出されな
かった．一方，切り花品質保持剤を生け水に添加すると
一般細菌のみならず緑膿菌でも増殖を抑制できた．
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